
HER-SYSの活用事例
自治体や医療機関からの聞き取り等に基づく活用例の御紹介

（注）写真はイメージです



～HER-SYSの特徴～

電話等を用いて連絡を行い、スマホIDを共有することで、
紙媒体を使用せずに、どこからでも情報の閲覧、収集、入力ができる。

【保健所同士のやりとり】

居住時と入院先医療機関の担当保健所が異なる場合に、
これまでのように、電話や文書で頻繁にやりとりする
必要がなくなった。

【保健所と宿泊療養施設】

・患者情報を電話や文書で共有していたが、スマホIDを
伝えることで情報共有ができる。

・また、WEB会議などで画面共有できるため、
同じ画面を見ながら話ができ、聞き取り間違いなども
発生せず、互いに正確な理解が可能。

情報の一元化と共有が簡単に！
～保健所同士、保健所と宿泊療養施設間でのやりとりの例～

WEB会議での画面共有
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【医療機関】発生届をHER-SYS上で入力登録するだけで保健所に通知メールが行くため、
電話や紙媒体でのやり取りが少なくなり、作業が軽減された。
クラウド上での管理に代わり、書類整理等がなくなった。
アクセス可能な機器があれば、院内のどこでもデータが確認できるため、
情報取得や管理に役立つ。

【保健所】 医療機関から直接通知メールが届き、HER-SYS上でアイコン表示されるため、
従来は対象者の把握や管理に時間がかかっていたが、検索作業の時間が減少した。

通知メール

情報の一元化と共有が簡単に！
～医療機関と保健所間でのやりとりの例～
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～HER-SYSの特徴～

保健所、ご本人、宿泊療養施設のスタッフ等、それぞれが行った健康観察（体温、各種症状の有無
等）の情報をHER-SYSに一本化して入力・管理することが可能。

【ご本人からスマホで健康状態を直接報告】

これまでは、健康状態の確認のために、対象者
全員に保健所から１日数回電話をしていたが、
その必要がなくなった。

↓

【重点的な支援が必要な方への手厚いサポート】

・これにより、特に注意確認が必要な方に絞り
込んだ丁寧な健康観察が可能となり、重点的
な支援に繋げることができた。

・ご本人への聞き取りを様々な機関が行っていたが、タイムリーに情報が更新され、
その結果を関係者間で閲覧できるため、必要時のみの聞き取りでよくなった。

保健所における健康ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの
重点化・効率化が可能に！
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